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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】建物壁面への取り付けが容易で、充分な通気性
を確保しつつ、高い防水・防雪性能及び排水性能を得る
ことができるダクト一体型換気ルーバを提供する。
【解決手段】複数の羽根板１ａが配されたガラリ部１を
、建物の外壁に沿って取り付けられる略横筒状の通気ダ
クト２の屋外面側に開口されたガラリ取付口２ｂに嵌装
固定する。通気ダクト２の屋内面側に、建物内部への通
気口２ｃを設け、そのフランジ２ａと換気ダクトのフラ
ンジとをボルト締結して接続する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
建物の外壁面に沿って取付けられ、略横筒状の通気ダクトの屋外面側にガラリ部を配置す
ると共に、屋内面側に建物内への通気口を設けたことを特徴とするダクト一体型換気ルー
バ。
【請求項２】
通気ダクトの内部角隅に湾曲板を配したことを特徴とする請求項１記載のダクト一体型換
気ルーバ。
【請求項３】
通気ダクト内部のガラリ部近傍に屋外面に向かって傾斜する傾斜板を配したことを特徴と
する請求項１又は請求項２記載のダクト一体型換気ルーバ。
【請求項４】
傾斜板に雨水捕捉板を立設したことを特徴とする請求項３記載のダクト一体型換気ルーバ
。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、建物の開口部等に取り付けて通気を良好にし、且つ雨水の侵入を防ぐために
使用される換気ルーバ、通称ガラリと呼ばれる建具に関し、とくに通気ダクトが一体的に
設けられたダクト一体型換気ルーバに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、工場、発電所、体育館、倉庫、ビル、家屋等の建物の排気口などの開口部に取付
けられる換気ルーバは、基本的には複数の羽根板を所定の枠体に横方向あるいは縦方向に
格子状に並べた構成とされている。
【０００３】
　ところで、例えば、工場等の空調設備において、建物外壁に換気ダクトに連結される開
口部を設け、この開口部にガラリを取り付ける場合、建物内部と外部では、別種の工事と
なるため、異なる工事業者が共同で或いは別々に施行する必要があり、作業の煩雑化及び
施行コストが嵩むといった問題があった。すなわち、壁面にガラリを取付ける者と、ガラ
リと換気ダクトの連結作業をする者が異なってしまうという課題があった。
【０００４】
　そこで、グラスウール繊維等の吸音材を充填して成る通気ダクトがガラリの通気経路延
長上に一体的に設けてなるもの（特許文献１参照。）。扉本体内を中空にし、その内部に
セパレータを兼ねた補強材を配設し、この補強材によって扉本体内に形成されたダクトの
各々の端部に位置するようにして扉表面と扉裏面の各々に正面ガラリ及び裏面ガラリを配
設したガラリ扉（特許文献２参照。）。住宅の壁を貫通するダクト状の壁貫通部材と、住
宅の外に取付けるボックス状の屋外部材とからなり、屋外部材に下面開口と下面開口より
上位且つ背面で壁貫通部材に連結するダクト接続口を供えた住宅用吸気ガラリ（特許文献
３参照。）。パネル体の一側からパネル体の内部に向けて空間を形成し、この空間にユニ
ットに形成したガラリを収納したもの（特許文献４参照。）等が提案されている。
【０００５】
【特許文献１】特公平６－５２１３３号公報
【特許文献２】特開平８－２８１５３号公報
【特許文献３】実用新案登録第３０４９３８３号公報
【特許文献４】特開２００６－２９１５２５号公報
【０００６】
　しかしながら、上記従来の装置においては、ガラリと換気ダクトとを接続するための別
部材を要するばかりでなく、雨水や雪の浸入を確実に防止できる構造であるとは言いがた
い。そこで本出願人は、先に、実用新案登録第３１４１０３２号をもって、建物の外壁を
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貫通する略縦筒状の通気ダクトの屋外面にガラリ部を配置し、このガラリ部よりも上位置
の屋内面に、建物内に設置された換気ダクトとの接続口を設け、また、通気ダクトの内部
角隅に湾曲板を配し、さらに、通気ダクトの立上がり面に水返し部を設けたダクト一体型
換気ルーバを提案している。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案もまた、上記従来技術の課題に鑑み、建物壁面への取り付けが容易で、充分な通
気性を確保しつつ、高い防水・防雪性能及び排水性能を得ることができるダクト一体型換
気ルーバを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そこで、本考案のダクト一体型換気ルーバは、建物の外壁面に沿って取付けられ、略横
筒状の通気ダクトの屋外面側にガラリ部を配置すると共に、屋内面側に建物内への通気口
を設けたことを第１の特徴とする。また、通気ダクトの内部角隅に湾曲板を配したことを
第２の特徴とする。さらに、通気ダクト内部のガラリ部近傍に屋外面に向かって傾斜する
傾斜板を配したことを第３の特徴とし、加えて傾斜板に雨水捕捉板を立設したことを第４
の特徴とする。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案によれば、以下の優れた効果がある。
（１）建物の外壁面に沿って容易に取付けられる。
（２）通気ダクトの内部角隅に湾曲板を配したことにより、流通する空気の圧力損失を低
減することができ高い通気性が確保できる。
（３）通気ダクト内部のガラリ部近傍に屋外面に向かって傾斜する傾斜板を配したので、
高い排水機能が得られる。
（４）傾斜板に雨水捕捉板を立設したことにより、雨水の捕捉・排水機能を高めることが
できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本考案の実施の形態を図面に示す実施例に基づいて説明する。図１は本考案に係
るダクト一体型換気ルーバの一実施例を示す（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図、図２は図
１（ａ）のＡ－Ａ線断面図、図３は本考案に係るダクト一体型換気ルーバを建物壁面に直
接取り付ける状態を示す縦断面図、図４は本考案に係るダクト一体型換気ルーバの他の実
施例を示す（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図、図５は図４（ａ）のＢ－Ｂ線断面図である
。
【実施例１】
【００１１】
　図１乃至図２において、１は、複数の横羽根板１ａと複数の縦羽根板１３が二重に配さ
れたガラリ部で、建物の外壁に沿って取り付けられる略横筒状の通気ダクト２の屋外面側
に開口されたガラリ取付口２ｂに嵌装固定される。通気ダクト２の屋内面側には、建物内
部への通気口２ｃが設けられており、そのフランジ２ａと換気ダクト３のフランジ３ａと
をボルト締結して接続できるようにされている。
【００１２】
　また、通気ダクト２の内部の左右の角隅には内向きに凹状にされた第１湾曲板４と第２
湾曲板５が取付けられており、通気ダクト２内を流通する空気の圧力損失を低減すること
ができるようにされている。さらに、通気ダクト２内部のガラリ部１近傍に屋外面に向か
って傾斜する排水案内板６が配され、ガラリ部１を通過して侵入してきた雨水や雪を捕捉
して流下排出することができるようにされている。
【００１３】
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　さらに、排水案内板６の奥側端部には、鋭角に屈曲された帯状の雨水捕捉板７が立設さ
れ、通気ダクトの奥側に廻り込んだ雨水や雪を捕捉して流下排出できるようにされている
。また、図３に示すように、換気ダクト３と連結せず直接室内に連通させる場合には、建
物壁面Ｗに通気ダクト２が貫通する開口部を設け、室内側に別途フランジ付ガラリ８を取
り付け、このフランジ８ａとボルト締結する。
【実施例２】
【００１４】
　図４乃至図５は、既設ダクト３に接続することなく、建物に直接取付けるタイプのダク
ト一体型ルーバを示す。尚、便宜上、実施例１と同様の構成要素には、同一の参照符号を
付して説明する。１は、複数の横羽根板１ａと複数の縦羽根板１３が二重に配されたガラ
リ部で、建物の外壁に沿って取り付けられる略横筒状の通気ダクト２の屋外面側に開口さ
れたガラリ取付口２ｂに嵌装固定される。通気ダクト２の屋内面側には、建物内部への通
気口２ｃが設けられており、この通気口２ｃを建物の既設窓部あるいは新たに形成した通
気口に取り付ける。
【００１５】
　尚、本実施例においても、通気ダクト２の内部の左右の角隅には内向きに凹状にされた
第１湾曲板４と第２湾曲板５が取付けられており、通気ダクト２内を流通する空気の圧力
損失を低減することができるようにされている。さらに、通気ダクト２内部のガラリ部１
近傍に屋外面に向かって傾斜する排水案内板６が配され、ガラリ部１を通過して侵入して
きた雨水や雪を捕捉して流下排出することができるようにされている。
【００１６】
　さらに、排水案内板６の奥側端部には、鋭角に屈曲された帯状の雨水捕捉板７が立設さ
れ、通気ダクトの奥側に廻り込んだ雨水や雪を捕捉して流下排出できるようにされている
。
【００１７】
　ガラリ部１は、アルミサッシ製の固定枠１２に複数の横羽根板１ａ、１ａ…と複数の縦
羽根板１３が二重に一体的に連設された屋外面１４と、屋内面１５とを備えており、通常
は、この屋内面１５が室内に臨む状態で建物の開口部に固定枠１２ごと取り付けられる構
成とされている。尚、ガラリ部１の屋内面側には網体（ネット）を張設するものでもよく
、ネットの網目度は６０メッシュ程度で、雪は捕捉するが、スムーズに通気できる網目サ
イズを用いるのが好ましい。このように、ガラリ部の全面を覆う網体により、より確実な
防雪性能を得ることができる。
【００１８】
　羽根板１ａ、１ａ…及び縦羽根板１３はアルミ製の板材からなり、略く字形状をなして
いる。また、横羽根板１ａ、１ａ…は、上下方向に一定間隔置きに配設されるので、上下
方向に一定間隔置きに横長孔状の複数の間隙（通気路）１１、１１…が形成される。また
、縦羽根板１３、１３…は、左右方向に一定間隔置きに配設されるので、左右方向に一定
間隔置きに縦長孔状の複数の間隙（通気路）１６、１６…が形成される。
【００１９】
　すなわち、上記のように構成される羽根板１ａ、１ａ…を互いに平行に並べ、枠体１２
内に固定する。その際、各羽根板１ａ、１ａ…は、隣接するもの同士の間において、その
上下端がお互い重なり合うように位置させ、且つ、間隙（通気路）１１が形成されるよう
に並設する。
【００２０】
　また、最下端の羽根板１ａには前方に延出してスカート部１ｂが設けられており、雨水
が内部に吹き込まないようにされている。このように、ガラリ部１の下端部前面を覆うス
カート部１ｂにより、下方から巻き上がる雨水や雪に対する確実な防水及び防雪性能を得
ることができる。
【００２１】
［試験例］
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　本考案に係る換気ルーバの防水試験を行った。結果を表１に示す。
　試験装置は、前面に窓口を開口した防水試験用風洞を架台に載置して固定ボルトで締結
固定し、ダクト部の通気口を風洞の窓口にパッキングを介して気密状態に固定し連通した
。尚、ガラリ部としては、１枚羽根ガラリを用いた。
【００２２】
　水量：４リットル／分×１０分＝４０リットルを風速１０ｍ／ｓ～３４／ｓで噴霧して
、防水試験を行った。結果を表１に示す。
【００２３】
【表１】

【００２４】
　表１から明らかなように、本考案に係るダクト一体型換気ルーバは、各条件下において
、確実な防水効果が発揮された。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本考案に係るダクト一体型換気ルーバの一実施例を示す（ａ）は正面図、（ｂ）
は平面図である。
【図２】図１（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本考案に係るダクト一体型換気ルーバを建物壁面に直接取り付ける状態を示す縦
断面図である。
【図４】本考案に係るダクト一体型換気ルーバの他の実施例を示す（ａ）は正面図、（ｂ
）は平面図である。
【図５】図３（ａ）のＢ－Ｂ線断面図である。
【符号の説明】
【００２６】
１　　ガラリ部
１ａ　横羽根板
１ｂ　スカート部
２　　ダクト部
２ａ　ダクト部のフランジ
２ｂ　ガラリ取付口
２ｃ　通気口
３　　換気ダクト接続口
３　　換気ダクトのフランジ
４　　第１湾曲板
５　　第２湾曲板
６　　傾斜板
７　　捕捉板（屈折帯板）
８　　フランジ付ガラリ
８ａ　ガラリのフランジ
１１　横長孔状の複数の間隙（通気路）
１２　ガラリの固定枠
１３　縦羽根板
１４　屋外面
１５　屋内面
１６　縦長孔状の複数の間隙（通気路）
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